
Peppolが輝かせる「主役」たち  ～ＴＫＣ、デジタルインボイス（受領）の「自分ごと」化～

2026年８月18日、デジタル庁は、株式会社ＴＫＣとの間で、自治体窓口DXSaaSに係るガバメントクラウド利用

料に関する請求のデジタルインボイスでの受領について、意見交換を行いました。

冒頭、株式会社ＴＫＣの大森氏から「ガバメントクラウド利用料の請求について、デジタル庁がPeppol対応*して

いることは承知していた」との発言とともに、「それ故に、デジタルインボイスでの請求受領を当初から想定して

いた」との説明がありました。

そのうえで、デジタル庁より「ガバメントクラウド利

用料の請求のPeppol化を進めていくためには、貴社の協

力は不可欠。今般の経験を貴社内にとどめるのでなく、

貴社クライアントの地方自治体等にも積極的に共有して

もらいたい」との期待が示されました。

また、土井氏から「５月からの請求受領を見込んでい

たが、実際に利用料が発生し請求が始まったのは、今月

（８月）だった」との発言とともに、「ＴＫＣとしては、

デジタルインボイスの送付経験は豊富。今回は自社のデ

ジタルインボイス受領及びその自動処理に係る経験値を

高めるうえでも貴重な機会」との話がありました。

*ガバメントクラウドの利用料に係る請求をデジタルインボイスで受けたい利用団体は、デジタル庁が運用するGCAS（Government

Cloud Assistant Service）で手続を行うことができます。
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